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代表者名 代表取締役会長兼社長 CEO 佐藤 雅之 

 (コード番号 1963 東証プライム市場) 
問合せ先 ファイナンス・ＩＲオフィスＩＲユニット 

統括マネージャー  山上 晃弘 
 (電話 045-682-8026) 

 

2026 年３月期通期連結業績予想値と実績値との差異、 

個別業績の前期実績値との差異及び剰余金の配当に関するお知らせ 
 
当社は、本年２月 10 日に公表した 2026 年３月期通期連結業績予想値と本日開示の実績値、

並びに個別業績における前期実績値との間に差異が生じましたのでお知らせするとともに、本日

開催の取締役会において、2026 年 3 月 31 日を基準日とする剰余金の配当を行うことについて、

2026 年 6 月 26 日開催予定の第 130 期定時株主総会に付議することを決議いたしましたので、併

せてお知らせいたします。 
 
 

1．2026 年３月期通期連結業績予想値と実績値との差異（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日） 
 
（１） 内容        

（金額単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株

主に帰属

する当期

純利益 

１株当たり

当期純利

益（円） 

前回発表予想（Ａ） 
(2026 年 2 月 10 日発表) 

740,000 31,000 44,000 30,000 124.09 

実績値（Ｂ） 745,280 35,399 58,188 41,842 173.06 
増減額（Ｂ－Ａ） 5,280 4,399 14,188 11,842 48.97 
増減率（％） 0.7% 14.2% 32.2% 39.5% 39.5% 

（参考）前期実績 
（2025 年３月期） 

858,082 △11,474 11,320 △398 △1.65 

 
（２）理由 
外貨建債権債務の期末評価替え等による為替差益を計上したことに加え、持分法投資利益

等が想定を上回ったことにより、経常利益および親会社株主に帰属する当期純利益は、予想値

を大幅に上回る結果となりました。 
 
 
 
 
 
 



２．2026 年３月期個別業績と前期実績値との差異（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日） 
 
（１）内容   

      （金額単位：百万円） 

 売上高 
営業利益

又は損失 
経常利益

又は損失 
当期純損失 

1 株当たり

当期純損失 
(円) 

前期実績（Ａ） 
(2025 年３月期) 

12,674 △5,115 △4,683 △1,055 △4.37 

当期実績（Ｂ） 
（2026 年３月期） 

12,515 3,388 8,408 △4,249 △17.58 

増減額（Ｂ－Ａ） △160 8,504 13,091 △3,194 △13.2 
増減率（％） △1.3% ― ― ― ― 

 
（２）理由 

2026 年３月期個別業績につきましては、関係会社受取配当金等の増加により、営業利益が改

善し、黒字転換いたしました。また、外貨建債権債務の期末評価替え等による為替差益を計上し

たことから、経常利益につきましても黒字となりました。一方、関係会社債権放棄損を計上したこと

で、当期純損失となりました。 
 
 
３．剰余金の配当について 
 
（１） 内容 

 決定額 直近の配当予想 
(2026 年２月 10 日発表) 

前期実績 
(2025 年 3 月期) 

基準日 2026 年 3 月 31 日 同左 2025 年 3 月 31 日 
1 株当たりの配当金 52 円 00 銭 40 円 00 銭 40 円 00 銭 
配当金の総額 12,576 百万円 - 9,667 百万円 
効力発生日 2026 年 6 月 29 日 - 2025 年 6 月 30 日 
配当原資 利益剰余金 - 利益剰余金 

 
（２） 理由 
当社は、株主還元方針として配当性向を親会社株主に帰属する当期純利益の 30％を目途と

し、１株当たり 40 円を年間配当金の下限額とすることを掲げております。この方針の下、2026 年

3 月期の年間配当金につきましては１株当たり 40 円を見込んでおりましたが、本日公表いたしま

した 2026 年３月期の業績のとおり、親会社株主に帰属する当期純利益が予想より増加し 418 億

42 百万円となったことを受け、配当予想より 12 円増額し、１株当たり 52 円とさせていただく予定

です。 
 
 

以上 


